
分野 研究室名 職　名 教員名等 研究内容

構 造 工 学
研 究 室

教　授

鉄筋コンクリート構造、合成構造および混合構造を対象として構
造物の力学的性能について研究する。地震による動的応答や損
傷を数値計算により調べ、制震構造を中心とした新しい構造形式
について研究する。

地 盤 材 料
研 究 室

教　授

空石積み擁壁やブロック積み擁壁の安定性解析、いろいろな砂
質土を対象とした液状化試験、粒状体の３次元グラフに基づく内
部構造の評価を現在の研究テーマとしている。砂や粘土の変形メ
カニズム、地盤に関わる情報の有効活用についても研究内容に
含まれる。

コ ン ク リ ー ト
研 究 室

准教授

近年の社会資本構造物の劣化問題を背景として、群馬県を
フィールドとした新設鉄筋コンクリート構造物の高耐久化への取り
組みの支援、既設鉄筋コ ンクリート構造物の効率的な維持管理
手法の開発、を主要な研究分野としている。さらに、既存の新材
料・新工法を広範囲に展開することを目指した研究も行う。

建 設 材料 化学
研 究 室

准教授

各種コンクリート混和材料を、適材適所の概念で最大限に利活用
するための技術開発に関する研究を行う。精緻な水和反応解析
に基づき水和機構、硬化体特性を解明することで、既存材料の最
適な設計法を確立したり、新規材料の開発・実用化を目指した研
究を行う。

鋼 ・ 複 合 構 造
研 究 室

准教授

鋼構造は、古くから現在に至るまで多くの橋梁に用いられてきた。
また、近年の橋梁では鋼とコンクリートとを組み合わせた複合構造
物が用いられるケースも多い。本研究室では、このような鋼構造
物および複合構造物について研究するものとし、主として橋梁の
設計、製作、施工、維持管理に関する項目の研究を行っている。

防 災 地盤 工学
研 究 室

准教授

自然災害の防止、および、被害の低減を図るために、地盤の物
理・力学的特性（特に不飽和土に関する特性）に基づいた災害発
生の予測手法、防災技術の研究を行う。また、自然災害の発生予
測結果を適切に国民に周知する手法、および、予測結果を用い
たリスクコミュニケー ションに関する研究も併せて行う。

景 観
研 究 室

教　授

操作論的景観論の立場から実景を分析、景観計画・設計の支援
手法を導く。また、景観体験に関わる歴史的事象を資料に、身体
論、意味論を投影し、景観の文化的意味を考察する。

 こばやし　とおる

 小林　享

 E-mail： kobayashi
 @maebashi-it.ac.jp

博士前期課程開設研究室一覧

【建設工学専攻】

材
料
・
構
造

 おかの　もとゆき

 岡野　素之

 E-mail ： okano
 @maebashi-it.ac.jp

 つちくら　とおる

 土倉　泰

 E-mail： tsuchi
 @maebashi-it.ac.jp

地
域
計
画

 したま　こういちろう

 舌間　孝一郎

 E-mail： shitama
 @maebashi-it.ac.jp

 さがわ　たかひろ

 佐川　孝広

 E-mail： sagawa
 @maebashi-it.ac.jp

 たにぐち　のぞむ

 谷口　望

 E-mail： n-tani
 @maebashi-it.ac.jp

 もり　ともひろ

 森　友宏

 E-mail： mori
 @maebashi-it.ac.jp
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分野 研究室名 職　名 教員名等 研究内容

地 域
・ 交 通 計 画
研 究 室

教　授

地域・交通計画を立案するためには、都市の成り立ちや人の行
動・意識を把握し、問題・課題を定量的に分析する必要がある。
本研究室では、都市の問題・課題を対応するため、1)定量的な予
測・評価に基づく都市・交通計画、2)調査データを用いた生活・行
動分析、3)総合的な都市環境評価に関する研究に取り組む。

循 環 シ ス テ ム
研 究 室

教　授

水環境問題の地域性、固有性および多様性等を概観し、その地
域に最適な対策を見出すための工学的手法について検討する。
流域管理や水質制御に関して、予防的・順応的原則や共生原理
等に基づく、持続可能な地域循環システムについて研究する。

水 工 学
研 究 室

准教授

地表水や地下水を対象として、水の流動・物質移動・生態系への
影響について研究する。それらの基礎学理を室内実験や現地観
測および数値シミュレ－ションにより解明し、人間活動とのバラン
スのとれた流域環境について研究する。

分野 研究室名 職　名 教員名等 研究内容

建 築 論 ・
建 築 意 匠
研 究 室

教　授

健康（バウビオロギー）と環境（バウエコロジー）の諸問題を踏まえ
た居住空間の設計手法に関する研究を行いつつ、設計実務から
得られた知見を大学院教育に反映させている。また、建築は芸術
であり、感動であることを生涯唱えた建築家・今井兼次の設計活
動の全貌を明らかにするために、遺稿、図面資料を中心に研究を
進めている。２０世紀モダニズムは未完であり、精神的機能に応え
る建築の造形手法を今井兼次の創作態度から探る。

建 築 意 匠
・ 建 築 設 計
研 究 室

教　授

 わかまつ　ひとし

 若松　均

 E-mail： wakamatsu
 @maebashi-it.ac.jp

建築は、人々と社会との関係はもとより、歴史・文化・経済・環境・
構造・設備など、さまざまな関係性の中で成り立っている。今まで
関わってきた設計活動を通じて得られた経験と知見をもとに、これ
からの建築のあり方について、また人々が活動し生活する場・空
間について研究している。
建築・都市・環境・空間について思考し設計するとき、どのような
条件を前提としているのか。そして如何にして空間的・形態的解
決を行い、建築・空間の全体像を生み出してゆくのか。そのイメー
ジのもとになる認識について明確にすることを念頭に、実際に設
計していく上でたどるプロセスについて考察し、今後の具体的な
建築表現について探求する。

【建築学専攻】

 もりた　　　てつお

 森田　哲夫

 E-mail： tmorita
 @maebashi-it.ac.jp

 たなか　つねお

 田中　恒夫

 E-mail： t-tanaka
 @maebashi-it.ac.jp

 ひらかわ　りゅういち

 平川　隆一

 E-mail： hirakawa
 @maebashi-it.ac.jp

 いしかわ　つねお

 石川　恒夫

 E-mail： ishikawa
 @maebashi-it.ac.jp

地
域
計
画

建
築
計
画
・
意
匠

地
域
環
境
整
備
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分野 研究室名 職　名 教員名等 研究内容

建 築 意 匠 ・
建 築 設 計 ・
空 間 デ ザ イ ン
研 究 室

准教授

 いしぐろ　　ゆき

 石黒　由紀

 E-mail： isg
 @maebashi-it.ac.jp

人々が日常を営む都市や建築、インテリアは、物理的な形態や形
式、スケールをもつと同時に、場所性や風景といった人間が生き
ていく根源にも関わる性格をもっている。それら双方の魅力や背
後にある原理や体系について、リサーチや文献等を通して、社会
的、文化的、歴史的、美学的な観点で分析し、テクノロジーや環
境問題などの様々な領域との関係の中で批評的に研究する。研
究で得られた成果や認識をもとに、新しい建築、まち、都市を設
計する方法を具体的に提案し、実践的な活動を通して建築の可
能性として世に問う。

空 間 デ ザ イ ン
研 究 室

教　授

 こまだ　　たけし

 駒田　剛司

 E-mail： komada
 @maebashi-it.ac.jp

建築と都市の豊かな関係を再発見することで新たなデザイン方法
論を開発する。
建築を都市から自律したものと捉える近代建築的な文脈では捕
捉しきれない、両者をまたぐ領域の形態論的な特徴を明らかにす
る。
バナキュラーな街路空間を形成する形態的要素の抽出とその分
析。

環 境 • 都 市 デ
ザイン、ランド
スケープ•アー
キ テ ク チ ュ ア
研 究 室

准教授

すぎうら　　さかえ

 杉浦　榮

 E-mail： sugiura
 @maebashi-it.ac.jp

人の生存は環境に依存し、環境は人を含む諸生物のあり様に
よって変化する。環境と人の相互連鎖のなかで、どのように生存
の場を獲得し、多様な関係性を保つ空間を創造し、持続していけ
るのか？という人類の根源な課題とむきあい、帰納的かつ文脈的
な視野から、建築•都市•地域等のあり方を思考する。空間次元と
時間軸の双方から、次代につながる場の創造について、実践的
な立場から研究する。

地 盤 ・
耐 震 工 学
研 究 室

教　授

 せき　たかお

 関　崇夫

 E-mail： seki.takao
 @maebashi-it.ac.jp

地震国の日本において、建築物や基礎構造の地震被害を低減
するためには、地震の発生・伝搬、建築物への実効地震入力、建
築物の応答を把握する必要がある。杭基礎の耐震設計合理化の
ための地盤ばね評価法の研究、杭基礎建物の基礎入力動の簡
易評価に関する研究、常時微動を利用した地盤構造の評価に関
する研究を行っている。

構 造 信 頼 性
研 究 室

教　授

 たかはし　としえ

 高橋　利恵

 E-mail： a-takahashi
 @maebashi-it.ac.jp

構造物には多くの不確定性が存在し、その不確定性を考慮して
構造物の安全性を検討する必要がある。構造物の信頼性設計法
に関する研究、構造物のシステム信頼性解析法に関する研 究、
限界状態設計法における性能評価に関する研究、構造物の状態
予測に関する研究、意志決定法を用いた診断システムの開発な
どのテーマを通じて確率論を用いた建築構造物の安全性に関す
る研究を行っている。

鉄筋コンクリート
系 構 造
研 究 室

准教授

 きたの　あつのり

 北野　敦則

 E-mail： kitano
 @maebashi-it.ac.jp

鉄筋コンクリート(RC)系構造におけるせん断抵抗性能評価法は、
理論的に未解明な点が多い。そこで、RC構造やコンクリート系合
成構造（鋼コンクリート構造）を対象とし、部材のせん断設計法や
耐震性能評価法について、実験的検討および解析的検討を行
う。特に、鋼コンクリート合成構造については、その接合部の構成
は複雑となることからも、応力伝達機構を考慮した合理的な接合
部の開発や合理的設計法について研究を行っている。

建
築
計
画
・
意
匠

建
築
構
造
・
材
料
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分野 研究室名 職　名 教員名等 研究内容

建 築 生 産
研 究 室

准教授

 つつみ　ひろき

 堤　洋樹

 E-mail： tutumi
 @maebashi-it.ac.jp

建物の維持管理についてソフト・ハードの両面から実験・調査を
行い、建物の長寿命化を実現する適切な管理手法のあり方につ
いて検証を行っている。本年度は主に、建物の平均寿命に関す
る研究、公共施設マネジメントの手法に関する研究、既存建物の
劣化及び管理状況に関する調査、木造大壁の非破壊検査手法
に関する研究、長期優良住宅の維持保全計画に関する研究を
行っている。

建 築 設 備
研 究 室

准教授

 みたむら　てるあき

 三田村　輝章

 E-mail： mitamura
 @maebashi-it.ac.jp

これからの建築には、快適性を確保しつつ、省エネルギーを実現
することに加えて、温熱環境や空気質に関する健康性も要求され
ている。そのため、建物内における室内環境の実態把握や自然
エネルギー利用の建築手法・設備の性能評価が重要となってく
る。実建物における室内温湿度、室内空気質、エネルギー消費
量の実測調査のほか、建物内の熱・空気環境に関する数値シミュ
レーションによる研究を行っている。

分野 研究室名 職　名 教員名等 研究内容

理 論 計 算 機
科 学
研 究 室

准教授

理論計算機科学とは、コンピュータをチューリング機械などにより
数理モデル化し、コンピュータ自身を数学的に解析する学問であ
る。主な研究テーマは、①問題を解く際に必要とする時間量や記
憶域量を解析し、計算の限界を追及する計算量理論に関する研
究、②問題を解くための具体的な算法の考案や算法の解析を行
うアルゴリズム理論に関する研究、③量子力学的な重ね合わせに
より並列計算を実現する量子コンピュータや量子情報に関わる基
礎理論の研究などを行っている。

情 報 通信 理論
研 究 室

准教授

　いさ　　　　ひろし

 伊佐　浩史
 

 E-mail： isa
 @maebashi-it.ac.jp

情報通信は、送信する情報を入力、情報伝送の過程をシステム、
受信した情報を出力としたモデルで捉えることができる。本研究
室では、情報通信を出力から入力あるいはシステムを推定する逆
問題として考えることで、受信側で得られた情報のみを用いて未
知の入力またはシステムの推定を行う方法の研究を行っている。

 とおやま　ひろあき

 遠山　宏明
 

 E-mail： tohyama
 @maebashi-it.ac.jp

建
築
環
境
・
設
備

【生命情報学専攻】

建
築
構
造
・
材
料
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分野 研究室名 職　名 教員名等 研究内容

理 論 生 物
研 究 室

教　授

タンパク質の中で単独では一定の立体構造を取らずふらふらして
いる部分（天然変性領域）の研究をしている。その柔軟性を利用
し、天然変性領域は他のタンパク質との相互作用に関わる場合が
ある。一方天然変性領域はタンパク質の分解速度を制御するな
ど、他の機能を持つ可能性があり、解析を進めている。きわめて
速く進化することが知られている天然変性領域を解析することに
より、ヒトを含む生物体の解明に努める。

情 報 生命 化学
研 究 室

教　授

 なかむら　けんすけ

 中村　建介

 E-mail： knakamura
 @maebashi-it.ac.jp

生命現象と化学物質の相互作用についての理解を深める研究を
進めている。具体的には、(1) DNA塩基配列などを高速に読み取
る次世代シーケンサーのデータ解析技術、(2) タンパク質のアミノ
酸配列解析による分子進化解析、(3) 生理活性物質の生合成経
路の推定、(4) タンパク質分子モデリングによる、酵素機能の解
析、などをおこなっている。こうした基礎研究から、医療、農業、環
境などに役立てることを目指している。

タンパク質情報
研 究 室

教　授

現代生物科学では大量の情報が生み出されデータベースに収
録されている。これらの情報を解析し、生命現象理解につながる
知見を見いだすことは生命科学の重要な課題であるが、データの
量が膨大であるため、計算機の使用は不可欠である。本研究室
では、ゲノム・タンパク質を中心にこれらデータベースに収録され
た情報の計算機による解析・データベースの開発等を通じ、新た
な知見を得ることを目指している。

システム生物学
研 究 室

准教授

生物の持つ制御機構に関する研究を行っている。そのために、細
胞内の代謝過程に伴う酵素反応のシミュレーションと、実験デー
タの検証を行うことができるソフトウェアの開発を行っている。ま
た、開発したソフトウェアを用いて、微生物によるアルコール発酵
の代謝過程の調査や、様々な種類の化学物質の効率のよい生産
を目指した人工代謝経路の設計を行っている。

生 体 分 子
ダ イ ナ ミ ク ス
研 究 室

准教授

ゆう　いっせき

優　乙石

 E-mail： yu
 @maebashi-it.ac.jp

細胞内は膨大な生体分子がひしめき合い複雑に相互作用してい
る。極めて混雑した細胞内で分子がいかに動き機能を発現してい
るかは生命科学の大きな謎である。本研究室では細胞内の生命
現象を、生体分子の立体構造やダイナミクスから分子レベルで研
究する。手法は主に計算機による分子シミュレーションを用い、必
要に応じて情報科学的手法も用いる。研究を通じてソフトウェア開
発や、細胞環境を考慮した創薬方面への応用を目指す。

分野 研究室名 職　名 教員名等 研究内容

神 経 機能 工学
研 究 室

准教授

高次脳機能を理解する上で必要となる神経生理学の基礎 から解
剖学的視点を中心に実験を実施する。実験動物の取扱いに習熟
し、脳スライスおよび個体レベルからの電気的活動の記録が独力
で可能 になることを目指す。さらに、脳機能、特に脳の可塑性お
よび行動を計測解析する方法を学ぶ。

 ほんま　けいいち

 本間　桂一

 E-mail： khomma
 @maebashi-it.ac.jp

【システム生体工学専攻】

 せきぐち　たつや

 関口　達也

 E-mail： sekiguchi
 @maebashi-it.ac.jp

 ふくち　さとし

 福地　佐斗志

 E-mail： sfukuchi
 @maebashi-it.ac.jp

 いしかわ　やすゆき

 石川　保幸

 E-mail： yishikaw
 @maebashi-it.ac.jp
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分野 研究室名 職　名 教員名等 研究内容

神 経 電子 計測
シ ス テ ム
研 究 室

准教授

経頭蓋磁気刺激法や機能的核磁気共鳴画像法等の脳機能計測
手法により運動生成に関する脳機能メカニズムを解明する。また、
歩行運動中に経頭蓋磁気刺激法の利用を可能にする刺激部位
を推定するシステムの開発を行う。これらの要素技術を応用して、
新しいリハビリテーション手法や運動機能評価法の確立を目指し
ている。

光 診 断 技 術
研 究 室

教　授

光は個体から分子まで各階層での生命活動を無侵襲測定できる
ので、例えば酸素を運搬する血液ヘモグロビンを体外から測定す
れば、酸素代謝の変動を評価可能であり、ラベルされた生体分子
のダイナミクスを生細胞内で測定すれば分子間相互作用などを
評価できるはずである。このような光学技術の幅広い応用を試み
ている。

生 体 計 測
研 究 室

教　授

機能性材料・センシング・計測・エレクトロニクス・信号処理等の技
術を統合して、生体から発する様々な情報を無侵襲的に測定す
る手法を研究し、医療診断や健康モニタや福祉機器への応用に
取り込み、在宅健康モニタ、新しい診断・治療および介護支援装
置の開発研究を行っている。人々の健康および生活の質の向上
に貢献することを目指す。

適 応 信号 処理
研 究 室

教　授

生体・音声・心理・通信・マルチメディアなどで発生する現象を情
報システムとして捉え、数理モデル化し、これを適応信号処理や
ブラインド信号処理の手法を用いて最適化することで工学的な方
式を構築する研究を行っている。並行して、ここで用いる適応信
号処理やブラインド信号処理の基礎理論・アルゴリズム・アーキテ
クチャの研究にも力を注いでいる。

クリエイティブ・
コ ー デ ィ ン グ /
ラ イ ブ ・
コ ー デ ィ ン グ
研 究 室

准教授

コード(プログラミング)による画像や映像、音楽(音響)の生成を通
して、アルゴリズムや手続的な思考によるデザインやアートの創作
と研究を行います。研究のテーマは、生成的な形態によるデザイ
ン手法の開発、ライブコーディングによるオーディオビジュアル表
現、アルゴリズムによる建築デザインなど、コードによる表現を軸
に多岐に渡ります。

知 能 ロ ボ ッ ト
シ ス テ ム
研 究 室

教　授

電気電子、機械、と生体系の融合を目指し、福祉・介護・医療・家
事ロボットなどの研究開発を通し、人間の生活支援技術の研究を
行っている。当面は、人間の力信号、筋電信号、脳信号などの生
体信号を用い、高齢者や障害者の運動支援ロボット、介護者のパ
ワーアシスト装置の研究開発を進めている。私たちの研究・教育
活動を通して、まだ実現されていない人間支援ロボットの開発お
よびその技術の確立が研究の目標である。

  おだがき 　 まさと

 小田垣　雅人

 E-mail： odagaki
 @maebashi-it.ac.jp
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 たどころ　あつし

 田所　淳

 E-mail： tadokoro
 @maebashi-it.ac.jp

 のむら　やすとも

 野村　保友

 E-mail： ynomura
 @maebashi-it.ac.jp

 わん　ふぇん

 王　　鋒
 (Feng　Wang）

 E-mail： f.wang
 @maebashi-it.ac.jp

 まつもと　ひろき

 松本　浩樹

 E-mail： matsumoto
 @maebashi-it.ac.jp

 しゅ　せき

 朱　　赤
 （Chi　Zhu）

 E-mail： zhu
 @maebashi-it.ac.jp
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分野 研究室名 職　名 教員名等 研究内容

生 体 機 械
シ ス テ ム
研 究 室

准教授

生物の動きのメカニズムを解明し、「生き物らしい」しなやかで適
応的、かつ親しみのもてる動きの工学的再現を目指す。脳・神経
系、身体の構造、そして生物を取り巻く環境の三点から「動き」を
解釈し、生物は「何をどこまで制御しているのか」という問いに答え
るべく研究を進めている。また生物機能の応用を目指し、生物模
倣に限らず、生物機能の制御による直接利用についても具体的
な検討を行い、生物と機械が融合したプロダクトの可能性につい
ても研究を進める。

プ ロ ダ ク ト
デ ザ イ ン
研 究 室

教　授

人々の関心がモノよりも体験、知識、人間関係といったソフトに
移っている。不要な消費を減らし持続可能な社会を実現するため
に歓迎すべき流れである。プロダクトはシステムやサービスと一体
で機能するようになり、モノとコトの境界が曖昧になりつつある。こ
の変革の時期に、コンセプト創案からビジュアル化、具現化を専
門とするプロダクトデザインは、モノのデザインに留まらず、社会シ
ステムと一体となった提案を研究している。

分野 研究室名 職　名 教員名等 研究内容

分 子 生 物 学
研 究 室

教　授

 ぜんの　しゅうへい

 善野　修平

 E-mail： zenno
 @maebashi-it.ac.jp

遺伝子の損傷と発現制御についての研究を行っている。具体的
には、変異原を活性化する還元酵素や酸素添加酵素の解析、変
異原の高感度試験法の開発、遺伝子発現制御に関わるRNAの
解析を進めている。また、微生物に関する研究も行っている。具
体的には、木質の堆肥化を低温で行える菌の同定や香気性発酵
酵母、機能性納豆菌の開発を進めている。

タンパク質化学
研 究 室

教　授

 かどや　としひこ

 門屋　利彦

 E-mail： tkadoya
 @maebashi-it.ac.jp

タンパク質は、恒常性の維持、運動、生体防御などの生体反応に
おいて、多様でダイナミックな働きをしている。当研究室では、主
としてタンパク質を研究対象として、神経再生、ストレス、糖尿病、
腎疾患など様々な病態における生体反応メカニズムの解明に取り
組んでいる。また、これらの研究を進める上で必要なタンパク質の
分離・分析法の開発や改良も進めている。

生 体 情報 解析
研 究 室

教　授

 すがわら　かずはる

 菅原　一晴

 E-mail： kzsuga
 @maebashi-it.ac.jp

生体内における情報伝達には種々の生体分子が関与しており、
その相互作用を評価する研究を進めている。特に、細胞表面に
存在する糖鎖の分子認識機能やタンパク質間結合に着目し生物
の新しい側面を切り開く試みを行っている。また、細胞外マトリック
スを生体分子の反応場とした人間と環境にやさしいバイオセンサ
を構築し、臨床検査への応用を目指している。

微 生 物 工 学
研 究 室

准教授

 はやし　ひでのり

 林　 秀謙

 E-mail： h-hayashi
 @maebashi-it.ac.jp

有用な新規微生物の分離および同定を行っている。具体的には
植物バイオマスを分解可能な新規好熱嫌気性細菌の分離および
同定、植物由来の新規乳酸菌の分離を行っている。また、ヒトの
腸内より分離した新規細菌の機能性解析も行っている。

【生物工学専攻】

生
物
科
学

 あんどう　のりやす

 安藤　規泰

 E-mail： ando
 @maebashi-it.ac.jp

 えもと　　きくお

 江本　聞夫

 E-mail： emoto
 @maebashi-it.ac.jp
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分野 研究室名 職　名 教員名等 研究内容

生 物 機能 化学
研 究 室

准教授

 ほし　ひろこ

 星　 淡子

 E-mail： hihoshi
 @maebashi-it.ac.jp

生物資源が有する機能性を利用した高付加価値生体高分子材
料の創製と機能性の評価を生化学、分子生物学的手法を用いて
行っている。また、生体内の恒常性破綻により引き起こされる疾患
の病態を改善及び予防することが可能な機能性食品や物質の効
果を検討している。作用機序を解明することで科学的根拠に基づ
いた治癒、予防方法の確立を検討する。

食 品 機 能
開 発 工 学
研 究 室

教　授

 ほんま　ともお

 本間　知夫

 E-mail： thomma
 @maebashi-it.ac.jp

一般的にも関心が高い食品の機能性や安全性については、常に
科学的根拠(エビデンス)が求められている。そこで、食品素材に
対するポストハーベスト処理による機能性向上やリスク低減などの
高付加価値化を目指す研究、腸管機能を指標とした天然物由来
成分からの機能性物質のスクリーニングとその機能性および安全
性評価に関する研究を行う。

植 物 代謝 工学
研 究 室

教　授

 ほんだ　いちろう

 本多　一郎

 E-mail： ihonda
 @maebashi-it.ac.jp

植物ホルモンなどの植物生長調節物質は、植物の生長を様々な
局面で制御する。当研究室では、植物ホルモン類や植物生長調
節物質等を主な研究テーマとし、その単離、分析による役割解明
と、関連する遺伝子の機能解析を行うことで、植物の生長を制御
する技術につなげるための研究を実施する。

応 用 微生 物学
研 究 室

教　授

 おがた　ともお

 尾形　智夫

 E-mail: tomoo.ogata
 @maebashi-it.ac.jp

産業上有用な微生物、特に、酵母の機能を改善、変化させ、よ
り、有用な菌株の造成を目指す。遺伝子組換え技術を用いた菌
株改良に加えて、実用化も念頭に、突然変異や接合も試みる。そ
の変化を遺伝子レベルで把握し、有用菌株育種のメカニズムの
理解を目指す。

植 物 分子 育種
工 学
研 究 室

准教授

 なかやま　あきら

 中山　明

 E-mail：aknakaya
 @maebashi-it.ac.jp

植物には高温や低温、乾燥、病原体による攻撃など周囲の様々
な環境に対して、高度に適応する能力が備わっている。当研究室
では、このような植物の環境応答について、遺伝子レベルでメカ
ニズムを解析し、植物に新たな特性を付与するための基盤作りと
なる研究を行う。

食 品 生理 機能
工 学
研 究 室

准教授

 さつ　　ひでお

 薩　秀夫

 E-mail： satsu
 @maebashi-it.ac.jp

超高齢社会を迎えた今日、食による病気の予防・健康寿命の延
伸が望まれている。当研究室では、生活習慣病など各種疾患の
予防が期待される機能性食品成分を探索しその作用メカニズム
の解析をおこなっている。並行して、新たな疾患関連分子をター
ゲットとしてそれを制御・調節する食品成分の探索評価系の構築
を、主に培養細胞を用いて進めている。
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